
青森県警察本部庁舎耐震・長寿命化改修工事の概要

青森県警察本部庁舎は、耐震強度が不足し
ているとともに、昭和５０年のしゅん工後４０年
以上が経過し老朽化が進行していることから、全
面的な改修及び設備などの更新が必要であり、
今後４０年程度使用することを目標として、改
修工事を進めています。
改修工事は、令和２年度から令和６年度を
予定しています。

（改修後の警察本部庁舎の外観イメージ）

Ⓒ Akihiko ASAMI

令和３年３月３０日
青森県警察本部警務部施設課

◇ 青森県警察本部庁舎の概要
構造 鉄骨鉄筋コンクリート造
しゅん工 昭和５０年６月

延床面積 階数
15,822.28㎡ 地下１階・地上８階

施設規模

※ 増築・減築なし
（青森県庁との位置関係）

警察本部庁舎



◇ 工事概要
□ 工事期間：令和２年１２月～令和７年３月
□ 工事内容
◎ 耐震改修
○ 庁舎１～７階：一部に耐震壁設置
○ 庁舎地階：一部に耐震壁増打
◎ 外装
○ 外壁：全面打診調査後部分改修
○ 屋上防水：全面改修
○ 窓（サッシ及びガラス）等：全面改修
◎ 内装
○ 壁・天井等：全面改修（構造壁除く）
◎ 設備
○ 電気設備：全面更新
○ 機械設備：全面更新、冷暖房導入

正面玄関及び玄関ホールの改修イメージ

執務室の改修イメージ

○ 天井は、執務室の快適性向上やコスト削減
のため、直天井化
○ 電源、LANケーブル、電話線は、間取り変
更や机のレイアウトに合わせて天井面のダクトか
ら自在に配線可能
○ 省エネのため、明るさ・人感センサーによる調
光制御機能を持ったLED照明を採用（ダクト
の下面に設置）

（写真は平成２７年度から平成３０年度にかけて内部改修を行った県庁事務室の例）



◇ 工事費 約７２億９，０００万円
（工事監理費等含む）（内部移転経費等除く）

◇ 事業スケジュール
設計 平成３０年度～令和元年度
工事 令和２年度～令和６年度

［予定工程］

◇ 発注者 青森県
（庁舎管理）青森県警察本部警務部施設課
（工事監理）東青地域県民局地域整備部営繕課

◇ 設計・監理
設計 株式会社日立建設設計
監理 株式会社八洲建築設計事務所

◇ 施 工
建築工事 大成・鹿内・盛特定建設工事共同企業体
強電設備工事 京谷・興陽・久保田特定建設工事共同企業体
弱電設備工事 ミワ・寺田・上見特定建設工事共同企業体
空気調和設備工事 弘水・大管・東弘特定建設工事共同企業体
給排水衛生設備工事 大伸・東和特定建設工事共同企業体

＜問合せ先＞
青森県警察本部警務部施設課営繕係
電話０１７－７２３－４２１１（代表）
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初期工事（地階、PH）

第1期　(8階、地階、PH)　

第2期　(7階、地階、PH)　

第3期　(8階、7階、地階、PH)　

第4期　(7階、6階)　

第5期　(5階)　

第6期　(4階)　

第7期　(3階)　

第8期　(8階、2階、1階、地階)　

第8期終了後

区　　　　　分
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度令和２年度


